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“
太
宰
没
五
十
年

）
 
ク〈源
（
ヤ
マ
ゲ
ン
）
・
旧
津
島邸
復
活
五
十
年
ぶ

り
）
 

▲鳴海町長、桑田町議会副議長らがテープカットでオープンを祝う 
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作
家
・
太
宰
治

（
本
名H
津
島

修
治
）
の
生
家
・
旧
津
島
邸
が
、
 

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
四
月
十
七
日
、
 

記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

鳴
海
町
長
や
太
宰
の
長
女
、
津

島
園
子
さ
ん
ら
多
数
の
来
賓
の
も

と
、
館
内
で
関
係
者
が
神
事
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ

の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
町
民
ら

が
見
守
る
中
、
正
面
玄
関
前
で
テ
 

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
拍
手
と

歓
声
に
包
ま
れ
な
が
ら
斜
陽
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
に
場
所
を
移
し
て

行
わ
れ
た
式
典
で
、
鳴
海
町
長
が
 

「太
宰
文
学
を
未
来
永
劫
、
語
り

継
い
で
い
く
た
め
に
も
「斜
陽
館
』
 

を
保
存
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
」
 

と
式
辞
。
青
森
県
知
事
（
代
理
H
 

山
本
達
雄
県
商
工
労
働
部
長
）
、
 

青
森
県
議
会
議
長

（代
理
n

長
峰

一
造
副
議
長
）
ら
が
祝
辞
を
述
べ
 
 ま

し
た
。
 

津
島
園
子
さ
ん
は
「
四
、
五
歳

の
こ
ろ
家
族
で
疎
開
し
て
い
た
時

が
、
父
に
と
っ
て
一
番
の
幸
せ
な

日
々
だ
っ
た
。
 そ
の
父
が
、
死
を

選
ん
だ
多
く
の
要
因
の
ー
つ
に
津

島
家
が
手
離
さ
れ
た
（
昭
和
二
十

三
年
）
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
帰
る
と
こ
ろ
を
失
っ
た
こ
と

は
、
大
変
な
衝
撃
だ
っ
た
と
思
う
。
 

母

（
美智
子
）
に
「
立
派
な
家
な

ん
だ
、
大
き
な
家
な
ん
だ
」
と
、
 

自
慢
げ
に
話
し
て
い
た
。
太
宰
文

学
の
原
点
は
あ
の
家
で
あ
り
、
家

が
元
の
よ
う
に
な
り
父
も
ど
ん
な

に
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
 

と
、
感
謝
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

太
宰
が
晩
年
を
過
ご
し
た
、
東

京
都
三
鷹
市
の
安
田
養
次
郎
市
長

は
「
時
を
超
え
て
生
き
続
け
る
太

宰
に
は
、
熱
い
思
い
が
あ
る
。
 こ

れ
を
き
っ
か
け
に
金
木
町
と
き
ず

な
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
 

乾
杯
で
斜
陽
館
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、
 

出
席
者
に
町
の
郷
土
芸
能
「
金
木

さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
」
と
「
嘉
瀬
奴

踊
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

記
念
式
典
終
了
後
、
十
九
日
ま

で
無
料
開
放
さ
れ
た
斜
陽
館
を
訪

れ
た
人
は
、
八
千
人
余
り
。
ゴ

ー
 

ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
（
四
月

二
十
九
日
ー
五
月
五
日
）
は
、
県

内
外
か
ら
一
万
人
余
り
。
四
月
十

七
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
に
二
万

二
千
四
百
六
十
四
人
の
町
民
や
太

宰
フ
ァ
ン
が
足
を
運
び
ま
し
た
。
 

ま
た
今
年
は
、
小
説
家
の
新
人

賞
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
の
第
十

四
回
を
最
後
に
中
断
さ
れ
て
い
た
 

「太
宰
治
賞
」
が
没
五
十
年
を
機

に
、
三
鷹
市
と
築
摩
書
房
共
同
主

催
の
形
で
復
活
す
る
な
ど
、
斜
陽

館
ォ
ー
プ
ン
が
全
国
的
な
太
宰
ブ
 

ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
 

(
 

(
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☆
学
生
時
代
を
金
木
で
過
ご
し
ま
し
た
。
三
十
数
年
ぶ
り
で
中
に
入
り

懐
か
し
か
っ
た
。
昔
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
多
く
て
、
多
数
の
方
々
に

見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
 

☆
す
ご
い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。
太
宰
の
本
を
し
っ
か
り
読
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
て
よ
か
っ
た
…
。
 

☆
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
太
宰
の
本
を
販
売
し
て
い
た
ら
、
記
念
に
買
っ

て
帰
り
た
か
っ
た
。
 

☆
津
軽
の
自
然
の
中
で
、
太
宰
文
学
が
育
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

☆
太
宰
さ
ん
の
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
面
白
か
っ
た
。
 

ま
た
今
度
、
来
た
い
な
。
 

☆
五
十
周
年
と
い
う
時
に
こ
れ
て
感
激
で
す
。
こ
の
家
で
太
宰
が
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
ん
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
で
す
ね
。
 

☆
千
葉
か
ら
来
ま
し
た
。
こ
こ
が
太
宰
の
生
家
だ
と
知
ら
ず
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
（実
家
が
近
く
な
の
に

…
）
こ
れ
か
ら
本
を
買
っ
て
読
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

☆
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
。
母
の
実
家
が
青
森
で
よ
か
っ
た
。
思
っ

た
よ
り
広
く
、
と
て
も
き
れ
い
で
驚
い
た
。
 

☆
こ
う
い
う
家
に
住
め
た
ら
な
あ
、
っ
て
思
い
ま
す
。
二
階
の
洋
間
が

気
に
入
り
ま
し
た
。
豪
華
で
ビ
ッ
ク
リ
。
 （感

想
ノ
ー
ト
よ
り
抜
粋
）
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ト
蔵
 の
中
に
あ
る
 

太
宰
作
品
と
ふ
れ
あ

う
 

‘
大
人
か
ら
子
供
ま
で
 

大
勢
が
来
館
 

ト
よ
み
が
え
っ
た
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
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太宰のふるさと友好都市協定締結式l 
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ミ町史に新たなーページミ 

太宰のふるさと友好都市協定 

太宰文学を通し文化●観光交流 

～山梨県河口湖町と締結～ 
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発 
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
四
月
十
七
日
、
金

木
町
は
山
梨
県
河
口
湖
町
と
「
太

宰
の
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
協
定
」
 

を
締
結
し
ま
し
た
。
 

太
宰
が
と
り
も
つ
縁
で
結
ば
れ

た
両
町
は
、
各
種
の
交
流
事
業
を

通
じ
て
、
文
化

・
産
業
一
観
光
に

と
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
図
り
な

が
ら
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
飛
躍

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

記
念
す
べ
き
こ
の
日
、
町
の
歴

史
に
新
た
な
ー
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ

ま
し
た
。
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▲両町長が署名、捺印 

河
口
湖
町
は
、
人
口
約
一
万
八

千
五
百
人
、
面
積
六
〇
・
八
九
平

方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
平
均
気
温

一
〇
・
一
度
と
自
然
に
恵
ま
れ
、
 

文
化
あ
ふ
れ
る
心
豊
か
な
人
づ
く

り
、
町
づ
く
り
を
通
し
て
 
「
誇り

を
持
っ
て
自
慢
の
で
き
る
町
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
 

太
宰
は
、
小
説
「
富
撤
百
景
」
 

の
中
で
、
 「富
士
に
は
月
見
草
が

よ
く
似
合
ふ
」
と
表
現
し
て
、
河

口
湖
町
を
“
第
二
の
ふ
る
さ
と
）
 

と
し
て
愛
し
ま
し
た
。
 

一
昨
年
来
、
河
口
湖
町
と
交
流

を
行
い
、
親
交
を
深
め
、
晴
れ
て

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
 

調
印
式
は
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
た
斜
陽
館
オ
ー
プ
ン
記
念
式

典
の
席
上
、
小
佐
野
常
夫
河
口
湖

町
長
、
梶
原
亥
之
雄
町
議
会
議
長

は
じ
め
二
十
人
の
河
口
湖
町
議
会

議
員
、
当
町
の
鳴
海
町
長
、
白
川

町
議
会
議
長
ら
十
三
町
議
会
議
員
、
 

多
数
の
来
賓
者
が
見
守
る
中
、
県

産
の
ヒ
バ
板
二
枚
を
蝶
番
で
結
び
、
 

協
定
文
を
印
刷
し
た
和
紙
を
貼
り

付
け
た
も
の
を
使
用
し
、
両
町
長

が
交
互
に
署
名
、
捺
印
。
そ
し
て
、
 

協
定
書
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
会
場

の
拍
手
の
中
、
両
町
長
が
握
手
し

て
固
い
き
ず
な
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
 

' 
▲見守る河口湖町議のみなさん 

  

鳴海義男町長 

      

小佐野常夫町長 

  

          

          

          

 

こ太宰のふるさとミとして、観光の町づ

くりを推進していくうえで、大先輩である

河口湖町の観光事業を手本とし、さらなる

飛躍を遂げたい 

    

代表作『富獄百景』で太宰先生はミ富士

には月見草がよく似合ふ，と。この言葉か

ら町花に月見草を指定している。太宰文学

を通して両町が、文化・観光交流をしてい

けるものと期待 

 

            

            

交 流 経 緯 

平成 8年 7 月 当町の町議会議員研修で「富撤百

景」の舞台となった「天下茶屋」 

や「お伽草子」の「カチカチ山」ゆ

かりの地である河口湖町を訪問。 

同年11月 河口湖町小佐野町長様、渡辺町

議会議長様一行が当町を訪問さ

れ、懇談会を開催する。 

9年 6 月 河口湖町の「カチカチ山」文学碑

の除幕式に当町の町長、成田教

育長、白川町議会議長が出席す

る。碑の礎石に斜陽館の赤レン

ガが埋め込まれる。 

同年 7 月 当町の町議会常任委員研修で河

口湖町を訪問する。河口湖町に

友好協定の申し入れをし、同意

を得る。 

同月 金木町太宰会が会員の視察研修

で河口湖町を訪問する。 

太宰のふるさと友好都市協定書 

山梨県河口湖町は、作家太宰治の作品「富巌

百景」を執筆した際に舞台となった「天下茶屋」 

があり、「お伽草子」の「カチカチ山」ゆかりの

地でもある。 

青森県金木町は、小説「津軽」で紹介されて

いるように太宰治の故郷であり、今なお生家 

「斜陽館」 には多くの太宰フアンが訪れ、太宰

文学のメッカとなっている。 

太宰文学が縁となり河口湖町と金木町は、相

互友好と親善の縛を深めるため、それぞれの歴

史、文化、風土を基礎とし、教育、文化、経済

等における町民ぐるみの交流と協力を図り、自

然とのふれあいや地域の活性化をめざし、更な

る交流を進めていくことを望んでいる。 

限りない未来に向けて、両自治体の協調と発

展を願い、ここに太宰のふるさと友好都市協定

を締結する。 

平成10年 4 月17日 
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一
 

一
 

一、恵まれた自然を愛し、緑と水と太陽の町をつくりましょう。 

一、教養を高め、よりよい文化の町をつくりましょう。 

一、親切で美しい、観光の町をつくりましよう。 

一、勤労を尊び、豊な町をつくりましょう。 

一、きまりを守り、生きがいのある町をつくりましよう。 

一
 
一
 
一
 

偉
大
な
作
家
「
太
宰
治
」
の
生

家
で
あ
り
ま
す
、
旧
津
島
家
住
居

の
復
元
工
事
が
見
事
に
完
成
さ
れ
、
 

こ
の
た
び
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽

館
」
と
し
て
開
館
い
た
し
ま
し
た

こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

河
口
湖
町
と
太
宰
治
と
の
係
わ

り
は
、
昭
和
十
三
年
九
月
に
、
作

家
伊
伏
鱒
二
の
招
き
に
よ
り
、
旧

河
口
村
御
坂
峠
の
 
「天
下
茶
屋
」
 

に
六
カ
月
ほ
ど
滞
在
さ
れ
、
そ
の

天
下
茶
屋
滞
在
を
も
と
に
執
筆
し

た

r富
獄
百
景
」
が
発
表
さ
れ
代

表
作
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
太
宰

治
の
名
作
「
お
伽
草
子
」
 
の
中の

一
篇
「
カ
チ
カ
チ
山
」
 
は
、富
士

山
が
絶
景
で
あ
り
河
口
湖
が
望
め

る
 
「
天
上山
」
が
舞
台
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
河
口
湖
町
で
の
滞
在

は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に

あ
っ
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ツ
 
 シ

ュ
さ
れ
、
婚
約
な
ど
を
含
め
て

作
家
と
し
て
の
再
出
発
の
契
機
に

な
っ
た
場
所
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

金
木
町
と
は
、
太
宰
治
を
通
じ
て

議
会
研
修
で
ご
来
町
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
二
箇
所
目

の
文
学
碑
建
設
等
を
機
会
に
、
両

町
の
交
流
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
 

今
回
、
図
ら
ず
も
金
木
町
の
計

い
を
頂
き
、
太
宰
治
記
念
館
「
斜

陽
館
」
開
館
の
記
念
式
典
の
中
で
 

「太
宰
の
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
協

定
」
の
締
結
式
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

河
口
湖
町
は
、
富
士
山
と
河
口

湖
を
代
表
と
し
た
美
し
い
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
町
で
、
観
光
を
中

心
と
し
て
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
 

特
に
、
ハ
ー
ブ
館
、
ミ
ュ
ー
ズ

館
、
美
術
館
、
ス
ー
でフ
シ
ア
タ
ー
、
 
 

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
特

色
を
持
っ
た
文
化
的
施
設
や
観
光

の
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
 

温
泉
湧
出
に
よ
る
 
「富
士
河
口
湖

温
泉
郷
」
誕
生
等
に
よ
り
町
の
イ

メ
ー
ジ
は
近
年
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ

れ
、
年
間
七
百
万
人
近
い
方
々
に

お
い
で
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
 

今
回
の
「
太
宰
の
ふ
る
さ
と
友

好
都
市
協
定
」
の
締
結
を
契
機
と

し
て
、
金
木
町
と
河
口
湖
町
と
が

友
好
と
親
善
の
き
ず
な
を
深
め
な

が
ら
、
文
化
や
経
済
に
限
ら
ず
、
 

町
民
ぐ
る
み
の
幅
広
い
関
係
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
す
こ
と
を
強
く
希

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
金
木
町

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 
の
ご

繁
栄
と
、
金
木
町
の
限
り
な
い
ご

発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
 

	"'II”川川川広報かなぎ ⑥ 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
 

友
好
都
市
協
定
を
 

結
ぶ
に
あ
た
り
 

山
梨
県

河

口
湖
町
長
 

小

佐
野

常
夫
 

(
 

(
 



‘
ハ
ー
！フ
と
富
士
山
 

‘
ハ
木
崎
公
園
を
会
場
に
 

ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

ト
「
富
獄
百
景
」
の
 

舞
台
と
な
っ
た
天
下
茶
屋
 

ト
天
上
山
に
建
立
さ
れ
た

太
宰
文
学
碑
（
昨
年
）
 

ト
河
口
湖
日刊
ス
ポ
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン

毎
年
一
ニ
、
〇
〇
〇
人
が参
加
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太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
四
月
十
七
日
、
金

木
町
は
山
梨
県
河
口
湖
町
と
「
太

宰
の
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
協
定
」
 

を
結
び
ま
し
た
。
 

太
宰
が
、
河
口
湖
町
の
 
「天
下

茶
屋
」
を
舞
台
に
あ
る
作
品
を
執

筆
し
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
作
品
を
次
の

中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

①

ー
「
津
 
軽

」
 

②

ー
「
斜
 
陽

」
 

③
ー
「

富
獄
百
景
」
 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名
 

の
方
に
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
二
枚

組
の
セ
ッ
ト
を
、
 

十
名
の
方
に
太

宰
の
ふ
る
さ
と

友
好
都
市
協
定

記
念
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
 
 

応
募
方
法
 

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
、
答
え
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
う
え
 

〒
0
3
7
1
0
2
0
2
 

金
木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山
溜

金
木
町
役
場
企
画
室
ま
で

締
め
切
り
は
 

六
月
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）
 

当
選
者
の
発
表
は
六
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。
 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

斜
陽

館
 
オ
ー
 
プ
 ン

・
 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
協
定
締
結
 

！●
謁
念
ヂ

イ
ズ
『両
『
 

河口湖町 	金 木 町 

太宰のふるさと友好都市協定記念 
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'98 金木桜まつり 
桜はなくても“花より団子 

一・・＝叫 
▲子供たちに大人気のバッテリーカー ▲陽気に誘われのんびりボートこぎ ▲客席と一体 石上久美子ショー 

失
敗
 
残
念

ー
 

（
僕
も
や
り
た
い
な
ァ
）
 

ト 
あ 

一

、
 

ノ
 

!
 

金
木
桜
ま
つ
り
が
四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
一
週
間
、
 

県
立
芦
野
公
園
で
開
か
れ
、
期
間

中
十
八
万
人

（
昨年
三
十
三
万
五

千
人
）
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
四
月
中
旬
に
例
年
に

な
い
好
天
が
続
い
た
た
め
、
公
園

内
の
約
二
千
二
百
本
の
桜
が
十
七

日
こ
ろ
に
開
花
し
て
し
ま
い
、
一
一

十
三
日
こ
ろ
に
は
す
で
に
満
開
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
 

開
幕
し
た
二
十
九
日
は
至
る
所
が

葉
桜
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

二
十
九
日
、
登
仙
岬
入
口
で
開

会
式
が
行
わ
れ
、

鳴
海

町
長
が
 

「残
念
な
が
ら
桜
は
な
い
が
、
金
木

町
に
は
見
所
が

一
杯
あ
り
ま
す
。
 

素
晴
ら
し
い
桜
ま
つ
り
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
近
隣
市
町

村
長
ら
来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
 

ト
で
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
期
間
中
前
半
は
、
人
出

も
少
な
め
で
し
た
が
、
祝
日
と
な

っ
た
後
半
は
好
天
も
手
伝
っ
て
、
 

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
石
上

久
美
子
シ
ョ
ー
や
R
A
B
杯
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
に
は
連
日
、
大
勢

の
人
が
繰
り
出
し
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

桜
は
な
い
が
ま
つ
り
気
分
に
誘

わ
れ
て
、
園
内
の
至
る
所
で
職
場

の
仲
間
や
家
族
連
れ
な
ど
が
車
座

に
な
り
、
（
花よ
り
団
子
？
）
酒
宴

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
各
種
ス
ポ
ー
ッ
大
会
で
は
子

供
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
花

火
大
会
が

一
日
順
延
さ
れ
る
な
ど
、
 

今
年
は
天
候
に
左
右
さ
れ
た
桜
ま

つ
り
で
し
た
。
 

ト
四
歳
な
が
ら
“

こ
ぶ
し
】
 

を
き
か
せ
演
歌
を
熱
唱
 

ト
お
見
事
 
琴
け

い
こ
さ
ん
 

▲テープカットで開幕 

▲さくらのトンネル 

(
 

(
 


